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12 月 8 日の参加者：常廣、入江、川田、谷、山中、佐々

木、辻内、松永、稲葉、原田、飯野、佐藤、工藤、小林、 

町田、植野、長嶋    17 名 

 

ロングスピーチ（12 月 8日）                  

「誰かに話したくなる 江戸・東京 歴史のウソ・ホント？」 

入江 清之さま 

 

歴史上の人物や事件で、これまでの通説が近年新資

料や研究が進み、覆されているので、下記のような問

題を作成しました。   朱色が正解です。 

 

１． 参勤交代制度は幕府が外様大名に出費させるため

に始めた   （ウソ・ホント？） 

熊本５２万石の藩主になった細川忠利は外様大

名でありながら、自ら参勤交代制度の建白書を３

代将軍家光へ提出すると、これが採用され制度が始まった。 

２．島原の乱はキリシタンに対する宗教弾圧ではない   （ウソ・ホント？）      

これは島原藩主の過酷な年貢取り立てに対し領民が起こした一揆です。 

３，５代将軍綱吉が発布した「生類憐みの令」は彼の善政です （ウソ・ホント？）       

この令は儒教に基づく法制で守られたのは犬だけではなく、捨て子、病人、高齢 

者など、これで子供を遺棄することが悪と考えるようになって福祉政策に繋がる。 

４，江戸城「松の廊下」で浅野内匠頭が吉良上野介に切りつけたのは、吉良の度重な

る嫌がらせが原因です   （ウソ・ホント？）     

吉良上野介はこの事件直前まで京都におり、勅使饗応は浅野内匠頭に一任 
していた。この事件は内匠頭の突発的な乱心・精神錯乱によって起きた。 

朝日俳壇の一句 「極月や 俄かに疼く 吉良贔屓」 

５， 鎖国制度はなかった   （ウソ・ホント？）                     

  幕府は他国との貿易をやめて国を閉ざすと宣言したことは、一度もなく外国には

開港しており、鎖国と云う言葉が知られたのは明治時代

以降です。 

 

 

 

 

 
主催：ＮＰＯシニア大楽 

ユーモアスピーチ共和国・船橋支部 

支 部 長：長嶋秀治 043-261-5832 

発 行 者：長嶋秀治 

編集＆事務局：町田雅和 

267-0066 千葉市緑区あすみが丘  

5-26-7  T/F 043-294-2911 

mac555new@ybb.ne.jp 

参加費 500 円（入会金 1000 円） 

見学料 500 円 

開催日と場所 （原則） 

毎月第②木曜日 15：15～17：30 

会場 船橋中央公民館 第 2 集会室 

4 階 

ジョークは暮らしの調味料・ユーモアは人生のかくし味 

192 回船橋ユーモアスピーチ 

2023 年 1 月 12 日（木）3 分間スピーチ 

 スピーチテーマ 「今年の抱負」 

「自由題」「失敗題」 

 

ロングスピーチの代わり  

  全員で即題のスピーチ 
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ロングスピーチ（12 月 8日）                  

「身近な防災 停電から学んだこと」 
辻内 京子さま 

・停電はウチだけ？ → いつも点いている外の外灯で確認 

・冷蔵庫は開けない → 一食はお弁当で済ます。少し離れて  

たホットモット等 

・懐中電灯はランタン型、またはおでこに付けるタイプ 

・電動式の装置は手動に切り替える（手順を予め確認しておく） 

・避難となったら学校の体育館  

 → 床が冷たい→ 新聞紙のスリッパ作りを覚えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

   3 分間スピーチダイジェスト  

テーマ 「今年 1 年を振返って」 

       

川田 茂雄：「今年一年を振り返って、船橋ユーモアを 2年間休んで思った事」 

私は今年、約 2年振りに船橋ユーモアに復帰しました。    

この船橋ユーモアに来なかった 2 年間、私は、3 分スピーチを上手く話す事、笑っ

て貰う事について全く考える事がありませんでした。私は、3 分スピーチを上手く話

せるようになりたいし、必ず笑って貰いたいと強く思っています。その為には、この

船橋ユーモアに必ず参加しなければならない、と強く思いました。   

船橋ユーモアスピーチ ”ブラボー”      

以上、一年を振り返って、私の総括でした。    

           

町田 雅和：「今年 1 年を振返って」 

嬉しかった事 

3位 小学校のアフタースクールでマジック教室が出来た（10校） 

2位 腰痛で断念しそうになったが、テニスを継続できた 

1位 羽織の結び方が分かった（10年以上間違えていた） 

失敗談 

3位 2階の空調、一晩付けっぱなし（実は今年 2回目） 

2位 2日連続で、待ち合わせ時間の勘違い（1時間前に現地着） 

1位 外房線 雨で濡れていたシートに座ってしまった 

 

飯野 望：「今年 1年を振返って」  

流行語のパロディーです。 

ビックボス、メタバース、国葬、ウクライナ、インボイス、インフレ、円安、大谷ル

ール、宗教２世、ヤクルト１０００、村神様、佐々木ろうき完全試合、オミクロン株

BA5、BQ1、ゾコーバ、一ドル＝１３７円！ブラボー 
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山中 昇：「今年 1年を振返って」 

今年始めた活動が、「四国 88箇所霊場ドライブお遍路」と「観音霊場巡り」。 

11/28-12/01 に 2 回目の四国お遍路を敢行。高知県西部と愛媛県全箇所、33-65 番の

32か寺を巡りました。 

参拝の正式な作法に従い、山門で一礼、鐘をつき、手水場で身を清め、ローソクと

線香をあげ、お札を納め、お賽銭をあげ、経を詠み、納経します。 

行く先々の土地柄や特産物を味わうことができ、われとわが身を振り返る機会を持つ

ことができます。 

経験者ほぼ全員が残している言葉があります。「私は、生かされているのだと知っ

た」 

来年 3月に 66-88番を巡り、1番に戻り結願（けちがん）します。 

10月は、秩父 34箇所観音霊場巡りを結願しました。 

年末年始は紀州三井寺、高野山、奈良の明日香村周辺の霊場を巡ります。 

年間 2400時間働く現役生活の中で、隙間時間を作って出かけてい行きます。 

 

長嶋 秀治：「今年 1 年を振返って」 

コロナ下で行動が制限されている中、若者の活躍に元気をもらった。大リーガー大

谷の活躍、ヤクルト村上（神）の 3冠王、ロッテ佐々木の完全試合、最近終わったサ

ッカーWC予選リーグでドイツ、スペインを破っての 1位通過、将棋の藤井５冠の活躍

等々に・・・個人的にはウォーキングで今のところ 1日平均 89百歩はまあまあ・・・。

登山は 7回と、昨年の 3回に比べれば多くなってはいるが、遠出が出来なくて不満が

残った。それでも健康で 1年を過ごせたことは良かったと思っています。 

 

工藤 文夫「今年 1年を振返って」       

今年も後わずかになり、今年がいままで一番老けたなあと実感しました。 

先日、「認知症」の講演を聴いて、当てはまるものばかり。コロナのせいもあるとは

いえ、１）以前にも増しカッとなる。２）物忘れが多い。３）段取りが悪い。４）

歩くのが遅い。５）動作が遅い。６）何事も億劫。etc.....。自己嫌悪の連続で

す。今日ご参加の皆様にも、ご迷惑を掛けて、気ずかずに失礼なことを言ったり、

気を悪くされた方も多いと思います。ここでまとめてお詫びするとともに、来年も

よろしくお願いいたします。 

 

入江 清之：「今年 1 年を振返って」 

国内外とも暗い出来事ばかりで気になるのは領土問題で、近隣のロシア・中国・北

朝鮮が核保有国故です。日本単独でこの３ヶ国からの攻撃を防衛することは不可能で、

米国の核の傘の下で守られるのも止むを得ないです。ロシアは２月に突然ウクライナ

へ侵攻したが未だ膠着状態で、もし日本で有事が起きたら日本人は今回のウクライナ

人のように国を守る覚悟が持てるかと問うたらＮＯ？ロシアは北方領土に軍事基地

を設け、北朝鮮は弾道ミサイル発射や核実験を繰り返し、中国は尖閣諸島を自国領と

公言するなど不埒な３ヶ国です。勿論、私の望みは平和・ピースですが、もう年なの

でいこいを吸いながら余生をピースフルに過ごしたいです。 
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松永 成三郎：「12 月 8日への思い」 

今日 12月 8日は私にとって特別の思いがある。昭和 16年 12月 8日「大本営発表：

わが軍は本 8日未明、西太平洋上にて米英軍と交戦状態に入れり…」言うまでもなく

真珠湾攻撃に始まる太平洋戦争である。小学生（当時は国民学校と称した）3 年生の

時であった。結局 4 年後の 8 月 15 日に惨めな負け方をするわけであるが、第二次世

界大戦は終わった。しかしその後もロシアのウクライナ侵攻で象徴されるような戦争

は後を絶たない。早く地球上に真の平和が訪れることを望みたい。 

 

植野 晏生：「今年 1 年を振返って」 

今年はすっかり歳をとったと感じます。コロナに感染するし、めまいや吐き気に襲

われるし、何より足腰の衰えを感じます。最寄り駅まで倍くらいの時間を見るように

なりました。若者には追い越されると抜き返すこともできません。ジムにも通い始め

ましたがまだ目に見える効果はありません。街歩きをしてもトイレが気になります。

妻からも分かれて欲しいと言われますが、宝くじにでも当たらないと東京に新居を建

てるわけにもいきません。10年前に今の家を建てたばかりですから。なんとか来年或

いは死ぬまでに元のように元気になりたいものです。 そして宝くじを当て東京に豪

邸を建てられたらと思います。(なんとかなるように思います。これまではついてい

ましたから) 

 

佐々木 由美子：「今年 1年を振返って」 

2022年の年間ベストセラー（読売新聞掲載）一位は「80歳の壁」 私は 80歳にな

ったら平坦な道と思っているので手に取ることは無いかなぁ～。ところが読んだ方の

感想を聞くとそうではないようで・・・。寝たきりや要介護の「壁」を乗り越え、豊

かな老後を過ごすためのコツが伝授してあると。そこで、同じ著者の「70歳が老化の

分かれ道」を読んでみるかぁ～と、一瞬 思いましたが・・・。自己啓発・ハウツー

本は苦手とあらためて思った一年でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 3分間スピーチのダイジェストを、200字程度にまとめて送って下されば、 

会報誌に掲載いたします。原稿はメールに直接書き込むかワードで 

お送り下さい。 mac555new@ybb.ne.jp 
 

 

 

予告：2 月 「船橋ユーモアスピーチの会」 

2 月 9 日（木）15 時 15 分～ 船橋中央公民館 4 階 第 2 集会室 

 

ロングスピーチ 

植野 晏生さん：「紅葉と趣味の園芸」 

中久木 一乘さん：「口と感染症」 

 

スピーチテーマ 「スポーツ観戦」、「遠回り」、「自由題」 


